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国療会話 ｢STM'90/NANOI｣
hteJ･rlatiotlalConference

｢STAI'90NAがO IJ

【理蛤珊遵】
sTM/STSで(r!Fi懸瓦からの研究が政蚤で-しかも興味
深い現題が多いのにもかかわらず,この公取での1711絵の
絵文故の剖針ヱ引きIと大重くない｡今回も理論の七･/a,
EIンとしてはlIJu程度のもの一つ､それに.ポスター七
ッシ)ンの15-16件の溢文数にとどまった｡しかし.
恩爵以外のセッシiンに出されたものを･含めれば.給文
8'(ほもっと多いはすである｡
この仝ほで虎t,印汲的だったのはL8Tldmnnのプレナ
I)弼紋で歎千切の原子よりなる任地を用いて.j胡卜･21
両間の相互作用由節子レベルのは蝕を故地杓にシミュ
レーシロンしてみせたものであったここの理路軒井の鮪
県を左右する応!手間ポテンシャルについては.よく検討
されていちょうには思われなかったが.トライボロジー
や擢釦による怒而加工の韮滋など今政のSTMの発舞
に部故をJ3えることはなる牢ろう｡この会抗ではAF加
の有効性を榊)せる投文が日立Jったれ これと田G･tする
理iiiの･毘虫も多かった.古典的辿疑似故塾による分静枝
の払臥 散田の原子からなる振鈴較型に透用した政位シ
ミュ.L'-シl,ソなとであるcTom8tlekのグルーブでは.
遜れ(,描き出とLDAとを組み合わせた新しい拭みを行っ
たが.CIC笹への応用ではまだ吏鋲を政明するには到
っていないJ=うである｡
sT:岬STSに田してはChe血/38(.･.tOq.Lang.啓宕等
などの忍払嫁の問で.正がったS故だけが効くのか?
あるいは臨子に局在したd㌔乾.p乙乾が史蜜13のか?
の論L'>カ噸いているが,この会誌では鮎 のJチえ方の旦
蜜也を憩旅させ,TerSO汀-HaJrI8TtnのLrTL純な野Gaの反省
を行ったG文が日立っに く京大怒･塚田 i,幻

【物理姫連】
L,､7レベルの分陳能をf5つST.Vl駐臣がRJE入可倍と
なった･ことに搾って,STM研死の裾野は大きく広がっ
ている｡しかし.STMを容易に故える投僻に入った今,
新しい.また,.とり諾い鳩理を掠る,STMの'.住い方"
が践煎されているの机 -ig会議にも見られるSTM研
究の現状と思えよう｡
位向としては.従来の-'伊的HJiSTM性払堕に加
え.PL̂'形瓜 は変化.非事節状矧こ於け,-_広子状懲亀
sT入tを●働yLJ'●な幼度現象と括び付ける斌みが11され
ている.弘桝の班 や圧九 亀子スピン等を舶a]する他
に.Cl抑こEl部を与えたり,STIWをレーザーと粒み合
わせる方法等が用いられている｡低温STM (超伝導)
や.STM と光を組み合わせたPltOTO-STM は,毒
虫技ではそれぞれ独立した七･/シELI/となっている｡ま
た.速い現虫を.tらえる払.STll出定の耳進化も避め
られている｡
STM'89からの一年間に見られる大きな鑑化の一つ
として.AF:＼l技1符の歩進が上げられる｡また,それに

坪って.指針と間柱虫面の相互作用に関する理絵的解析
も進められてい,i｡
界面帝迫を揺るコIlnでもaBEEMも独立した七･Jシ
ヲンが持たれhZiSi三.CoSiI等の系に射する軽食がなさ
れている｡
層状物耳泣面やCDWの鋲*,また.〆ラフγイ!･野
の基坂に京ftTlさせたPt.Au蒔の`̀クラスター''の扱恵
ち.それぞれ一つの分野をしめている｡
STM.I90は.チ/メータ田城との合口会故だったこ
ともあって…良市細工▲'は今回のテーマの一つであった
か.トンネル馬流や凍針を用いた従究め袈面加_i:に加え
て.Xe/Niの系を用いてrTわれ'たよう(I.滋折偶迫の
制軒かr肝 レベルでLLL成されたことがこの分野での線粍
すべき点であろう｡

(筑汲大学視界エぢ}･系･1割l憐災)

【化学関連】
ST＼Tによ-'化も濁適の研矧J...化学牧田(例えは手f
成功分子)を罰如E対顔としたものと,髭u破面での化学
反応に田迎したものの二7gf矧こ火別できよう｡STM'00
では前者に糊する報告が火掛こ増えており･かつその多
くが窮子分併催を示していたのが相思町であった｡以約
から原子僅か枚鼓されていたCBと呼ばれる一群の法
昆分子を対政としたものか相変らず多かったか,これら
につLr､てはST.W舟が見える穐博を理絵的にth嗣Lt
額告およrJ.怨過に分解控の向上してきた.AF.～l･をFlい
てナイロン史面に軌blさせた鼓品分子を包鼓した級三が
日を引いた｡これ以外の有粒物としては苗分子化合物お
よびLB広に関する研究か多かったC.
団綾敦面での化学民主引こ蹄しては,Siや金床怪化物
の袋面が駿東や水菜と瓦は:.する際の反応サイトを放F.Jし
た屯/Bが救弼あった｡またクラスターに沌するTkツシg
ソが折放され.金品政弘粒子を固捧艶面に岨持してその
形状や処邦轟件によ-I,'i化を･凋べたものや首領配故子を
持つ金唱クラスターをSTMも察した結穴などが細告さ
れていた｡またAF.Mによる研究例および粗放柁千を
担指した耗果団仏泣面に生起するBi格子璃追rr:腿する羽
祭が.経に紅仏触媒反応との偶速で旺目された｡これま
で退散は17･やクラスターに同するSTM研究mfま少な
く.今鼓のSTMA;用研究の一つの方向を示すものであ
ろう｡
仙JrSS大学故育学部化学歓喜･小宵山政的)

【トライボロジー常連】
トライiT.ロノーは従来rェン･}ニ'J-リングJとしての
苛治が薮かったれ 虫百和学としてら興味淀い分野であ
ることが妖雲削こ㌍出されるように･-i.'って重た｡
U.LandmaJ)はrE針と基板夫両の接触こよる原子の
移舘過屯を分子動力学の戸悌粗シミーレーションで示し
た｡これはトライボロジーにおける｢凝着｣空尉=相当
する｡トライボロジーが｢嬢るJという現象を鼓うこと
から,STMよりAFMを用いた典故が多い｡LBFを
付加したSiO,出面の摩耗 (G.S,BhlCklnJLnら)の副
文.SiやFを合有させたカー･ボン怪の摩耗 (T･Miy8･
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mo･.oら)の測定などが党を さ れ た｡ AFMにおい て.沃

針の公田に対する寧塩草よ び 綾 扱 方 向 の 変位を同 時 に測
定できる盗EIも閑琴さlt.通 常 の AFM 御足と 同 軸こ
庫姓力も河鹿できるようにな っ た lS_R･Collefl ら)｡
Y.AndohらはST_Vを用い て 耐 滑 kl分 子を包内 す るこ
とによt).班軒邦の匿拝安面 へ の 吹 管 劫 原を坪田 し た｡

原子･分子レベルの庁筏や虐 接 を 較 TJ ごさること を 示し
たものである｡この研究白的 に は : F f ･G:毛の 蛙 源を
解明する盗電引罪と.磁気軸 や マ イ ク ロメ)エ ク スで
St遇する出陣符温灸件におけ る ゼ ロ 座 托の実現と い う妓
llI蛸苑との21面･､Jちと考え ら れ る ｡

tNTT 電 7 -応 用 研 先 帝 ･･Llf礼 三 )

【簡液界面関連】
1990111'.り723日⊥tj即 日 ま で の 5El間.サメ 4)カ
台鮭悶′ヾルチモT-1で諦 5 ･回 ST ん1 回 L5会議が閉 場 Z･
･Jtた｡皆瀬は,この全技■の ｢田 枕 許 佃 へ の ST.～r の 応
用Jとして.プレーナリー前 級 を 行 っ た のて.との 方 面
の点前の批彪ヒついて述べた い ｡ 水 約 校 中で芯睦gi面 の
田子レベルの鈍定か可低と11 っ た 止 掛 L Au.Pt. Rh.
Pd仏給血であれ Au11川 を 用 い た 金 田予の渋面 拡散
過程.銅合金の丁ノード結辞 顎 堤 等 が 口田艶袋でな され
た｡MoS王II唱払屯塩の結弦 中 で の CD W について の先
史もあった｡昨年大洗T･行わ れ た 節 4正二の国際金包 まで

は.固持/桔蔽界面の最免租 の 好 色 力 は CiEi予ステ ･J71
とテラス杭遼を示すものであ っ た が . 々 瓦は,庶子 1田
ユ個を辞任する防Lが出た｡ A tJ 単 位 品 上への幻買 手･の

屯折におけるl′すxl巧~硯 為 の 出 現 晒 ドイツ.Behm
グループト Auミ111)の金原子の 1Xl切迫 (雷名等).
さらには.^Fトtを用いた Atlt111)の lrXl.故･3月の

レ′すx一′す さらにはTl気化学的と引ヒによる AuOu 屑

の事ヨ鼓 (lhnstfLAの,7ループ)が注t]された｡

田#-界田ftおける第の田 チレベルの解放力が達正され

たことから.虚苗FE空(i)でTrわれて来た放浪と田レベル

の払捻れ 今投なされて行くものと思われる｡これ意で

団披 井面 を放って 来 た電気化学に とって.革命的 な軒艶
と思 われ も｡Iin･S､iluSTM/AFゝⅠの今晩の動向 にl三日
を粧 せfJこい佃紀と 雷 える｡

(繋北大宇工学芯･板谷琵括)

【有81- Jiイオ 系 STM研究】
ー:年ct kkでの STM '89に㌻こlき.ヰ回も有点～バ
イオ系の分 野で. 多 くの鑑査と活発な臨掻が行1_'われ
た｡昨年は 新しい STゝ I性の鞍告が相次ぎ.｢濃さ｣の
多い金放て あった が .今向はr見えるJlJtとも穀物か?
そして.ど うす る か '･.>｣といった､班もが ｢見える次.7

のブレイク スル ー を 持ってい,-J梯-1･であった｡その中
で.この分 野の 先 端 を行く注目すべき発毛を何件か釣介
してみる..
まず.N ewM exico大の8ustflmAmCとArJ'zomL州
立大の Lindsby の ク̀ループで.措1こBustnmMtCらは
金の申砧鼠 郡上 で 倍 軸性の高い軌LJlu申分手性を得てい
た くNAtu reに 投 構辞とのとと)｡'Pld奇共.NAtureと
Scenceの 鼓正 を 伝-1た STM 級を充溢しているが.
B畑山mJIn te が ｢岨 正にならなくてはJと甫っていたの
か印象的で あっ た ｡
次に.M a7:PlAnCkのGtJCkenbcrgerらは五白のJIl鈷
品位を笥昏 して い IJl.竜封と按針の作製から珂受領塊
の牧村まで . ′そイ ナ～叫正系の研究a･としてのアブt7-
チが効を葬 した 幸 一 った｡忠も注uを浴びていたの
は.CAl.T ech.大 の Doriscollらの起古文望STふlで得
られた DXTA 色 で .金諾投hlA一ureの怒在になったもの
である｡又 , 興 椋 深 い輯由は.′くイ*系研究者か ST丸1
-AFM の 研究 グ ル ープに出向いて持た色の発表が増え
て束たことである｡rlreも.Mは PIAnCkから LTCSB
の 7iJLnSZnJ)の研究範に果た But一は.水中の AFhlで

緊段の鮮明な色を得て7.,た｡今後も.同位な協同疏究め
広随が期1'3される｡

((鰭)理化学研究所 E毘フロンティア研究シスチエ
分｣硝 -rI一別究チーム･庶 正客)
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